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即

2025/2/28

Z00Mを利用したオンライン研修

研修記録シーH(目標)
この事前提出シーHよ、研修受講前に「受講者」と「管理者」が受講に当たつての目標を共有するためのものです。

研修に期待すること、目標、成果等を記入してください。
赤枠内を入力してください。

研修名 :

日程

会場

氏名

1.受講前

受講者記入欄 :受講目標(研修後にどのような行動ができるようになりたいか)を記載してください。

入力日

受講者に研修で学んでほしいこと'期待することを記載してください。管理者記入欄

記入者氏名

入力日

管理者記入欄

記入者氏名

入力日

所属先及び役職

役職

2.受講後(3カ月後程度 )

受講者記入欄 :受講成果(目標の達成と実践への活用の状況)の 自己評価を記載してください。

入力日

受講成果(受講者の目標の達成と実践への活用状況)を記載してください。

所属先及び役職

役職

※受講目標は受講者と管理者で相談して決めてください。

※管理者記入欄は、受講者が管理者本人、又は実務に就いていない等の理由により、管理者が記入できない場合には、地

域の主任介護支援専門員に相談して記入をお願いします。

※「受講後」の欄は、実務に就かない方は、未就労である旨を記載の上、就労後に御活用ください。

I I

I I



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

研修名 :再研修

科目名:①介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント

日受講

会場

11/26(火 )
１

　

２

　

　

１

　

２

時間
9,30１

　

２
氏名

講
定
号

受
決
番

12:30

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入 力日)

①
介護保険制度創設の背景や基本理念について

説明できる。

②
地域包括ケアシステムが求められる背景とその

考え方について説明できる。

③

地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会
の実現に向けた自らの地域における取組状況
(関連する法制度や事業等の動向等)について
述べることができる。

④
介護保険制度におけるケアマネジメントの役割
や機能について説明できる。

介護サービスの利用手続き(要介護認定等に

⑤ 関する基本的な視点と概要)を述べることができ
る。

⑥
居宅サービス計画等の作成の目的と留意点を
1述べることができる。

⑦
1保険給付及び給付管理等の仕組みを述べるこ
|とができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してくださとヽc

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1.全くできない



研修記録シート2(評価)
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましよう。

名 :再研修

目名:②自立支援のためのケアマネジメントの基本

帥　　錫

時間 氏名

※研修|よ 自¬傷評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選手尺肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  ‖ 全くできない

11/26(火 )

| #
15:10

Z00Mを利用したオンライン研修

13:30１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

講
定
号

受
決
番

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
ケアマネジメントの成り立ちや機能について説明
できる。

②
運営基牟に達守したケアマネジメントの重要性を

説明できる。

③軍義蕩膨鋳畜窟虐乳鰐
ケアマ

|インフォーマルサービス等も含めた社会資源を
④ l活用したケアマネジメントの必要性について説明

できる。

⑤
家族等に対する支援の重要性や支援における
介護支援専 F写 員の役割について説明できる。

⑥
家族等の支援に関連する法制度や事業等の動
向について述べることができる。

⑦
介護予防ケアマネジメントの意義や目的、対象
者につと`て説明できる。

⑥鐵 犠IE濯毯靱 焦径五Iネ
ジメ

・J科子門 ,「談 1宵報ンスアム (日「 L′ Jと lB:じφとし
~

た、各種データや ITをケアマネジメントプロセス

に活用することの意義や目的について説明でき③

る 。



研修記録ンート2(評価 )
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学智方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:再研修

目名:④人格の尊重及び権利擁護並びとこ介護支援専門員のl命理

受講日

会場

１

　

２

　
　
１

　

２

時間

１

　

２
氏名

受講
決定
番号

18:2011/26(火 ) 15:20

ZOOMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
人権と奪厳を支える専 F弓 職として求められる姿

勢について説明できる。

②
ケアマネジメントを実践する上での介護支援専
門員としての倫理原員1について説明できる。

③
1日 常業務において起こりうる倫理的課題に対し

向き合うことの重要性について説明できる。

④
高齢者の人権や専厳を守るための制度の内容
や利用方法について説明できる。

⑤
高齢者の意思決定支援の必要性や基本的なプ
ロセスについて説明することができる。

(先輩や上司の指導を受けながら、)介護支援
⑥

―
専門員としての倫理原則に基づいた、ケアマネ
ジメントプロセスの実施ができる。

※研修rま 自己評価とし、4段 階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さtヽ ほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3,概ねできる   2 1よとんどできない  1,全くできなtヽ



研修記録ンート2(評価 )
この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:再研修

目名:③アセスメント及びニーズ把握の方法

時間期　　錫

１

　

２

　
　
１

　

２

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

11/29(金 ) 9:30 16:30

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

① アセスメントの意義と目的について説明できる。

②
|アセスメンHこおける情報 1又集の項目や目的を

1説明できる。

③
アセスメントからニーズを導き出す思考過程を説
明できる。

④ 利用者・家族の意向の確認を実施できる。

⑥
状態の維持・改善・悪化の可能性を予測でき
る。

⑥
利用者・家族から得た情報に基づく課題の抽出
を実施できる。

⑦ 不」用者・家族の持っている力を把握できる。

③
多職種による情報を関連づけたアセスメントを実
施できる。

③
―利用者・家族のニーズの優先順位を判断でき
る。

① 再アセスメントの重要性について説明できる。

※研修は自己評価とし、4段 階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4`できる   3 概ねできる   2 1よとんどできない  1 全くできない



研修記録シ…卜2(ヨ早価)

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :再研修

目名:③居宅サービス計画等の作成

時間 氏名

×研修イよ自己評イぬとし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 1誤とんどできない   1 全くできない

期　　鋤

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

講
定
号

受
決
番

12/5(木 ) 9:30 15:30

項  目 受講前
講
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月倹)

備  考

記入日(入 力日)

①

i居宅サービス計画の意義と目的について説明で
きる。

②
居宅サービス計画等の様式における記載の目

的について説明できる。

利用者、家族の意向を踏まえた課題の解決に

向けた目標の設定の方法について説明できる。

④ l
居宅サービス計画実施後の生活の変化を予測
する際の留意点を説明できる。

居宅サービス計画等に必要な社会資源(イン
フォーマルサービス等)を位置付けることの必要
性について説明できる。

⑤

⑥
生活目標に応じた必要な支援内容 (サービス内

容 )を判断できる。

⑦
生活目標を達成するための期間の設定を判断
できる。

(先輩や上司の指導を受けながら、)利用者、家
③ l族が合意できる居宅サービス計画書の作成を

実施できる。

③
居宅サービス計画等と個別サービス計画の連

動の重要性につも`て説明できる。

介護予防サービス・支援計画の関連様式の作
⑩ 成方法、作成のための課題分析の考え方につ

|いて説明できる。



研修認無ン…卜2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

:再研修

目名:⑬地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの深化及び地域の社会資源

受講日

会場

１

　

２

　

　

１

　

２

時間

１

　

２
氏名

講
定
号

受
決
番

12/12(木 ) 9:30

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
地域包括ケアシステムの構築に向けた取組が

求められる背景について説明できる。

②
地域包括ケアシステムを構築する意義と目的に
ついて説明できる。

③
利用者の地域の社会資源の調査を実施でき

る。

1地域包括ケアシステムの構築に向けて介護支

④
!援

専門員が果たすべき役割について説明でき―
る。

⑤
地域の現状、課題、目指す方向性、社会資源
|の 整備状況等を述べることができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

こ選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできなも`



研修記録シート2(評価)
この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

研修名 :再研修

科目名:○-4ケアマネジメントの展開:大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

12/13(金 )

氏名

受講
決定
番号

時間熱　　錫

１

　

２

　

　

１

　

２

１

　

２

9:30 16:15

ZOOMを 利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ 月後〉
備  考

記入 日(入 力日)

①
大腿骨頸部骨折の特徴や療養上の留意点、起
こりやすい課題について説明できる。

②

フヘ 腿 同 ■只 百 1う 円 丁ノlυノひつ0刀 υツ源 食 _ヒ υノ日 思 爪
・

1倫理的な対応及び、起こりやすい課題を踏まえ
た支援に当たつてのポインHこついて説明でき
ス

③

大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメンHこ

おける介護支援専門員の役割について説明で
きる。

④Xど鵡 髪臨 鍵匡蒲線 禽
i翁彗峯ど承縮 とゞ翡詮メ塾是ェ信要誕皇繁

の

⑤臨繁覇罫蘊貌斐翡講解
け ―ビスの計画等の作成ができるぃ

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1 全くできない



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHま、科日の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:再研修

目名
.⑩-7ケアマネジメントの展開i高齢者に多い疾患等(糖尿病、高血圧、脂質異常症、

呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群等)の留意点の理解

時間
2

2

却　　効

１

　

２
氏名

講
定
号

受
決
番

9:30 17:15

ZOOMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(9ケ月後)

備  考

記入 日(入 力日) |
|

常|

①

高齢者に多い疾患(糖尿病、高血圧、脂質異
症、呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系
疾患、廃用症條群等)の種類、原因、症状につ

いて述べることができる。

高齢者に多い疾患等の生活をする上での障害
② 及び予防`改善方法について述べることができ

る。

③
高齢者に多い疾患等における療養上の留意点
について述べることができる。

高齢者に多い疾患等の特性に応じたケアマネジ
④ メントの具体的な方法について述べることができ

る。



研修記1録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :再研修

目名:⑩…2ケアマネジメントの展開:1図血管疾患のある方のケアマネジメント

勅　　効

時間 氏名

※研修は自己評価とし、4段 階評イ面で、数字が大きtヽ ほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してくださいゃ

【選択肢】 4 できる   3.概ねできる   2 1よとんどできない  1 全くできない

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

講
定
号

受
決
番

1/9(木 ) 9i30

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講

後
受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入力日)

①

　

　

②

　

　

③
　
一　

④

疾患の性質上、身体機能の制約や高次脳機能

障害が生じやすい疾患の特徴について説明でき

る。

望む生活を継続するためのケアマネジメンHこお

ける留意点や起こりやすい課題を踏まえた支援
に当たつてのポインHこついて説明できる。

脳血管疾患のある方のケアマネジメンHこおける

介護支援専門員の役割について説明できる。

脳血管疾患を有する方の在宅のケアマネジメン

トやその前提となる多職種との情報共有におい

て必要な視点、必要性が想定される支援内容

1醒鍾詔警弱ち言誓墓嘉誌篠衰守慾射£与
⑤

マネジメント手法の考え方に基づき、疾患別ケア

(脳血管疾患)に関するアセスメントや居宅サー

ビ不の計画等の作成ができる。



研修記録ンート2(評価 )

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方会キや課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :再研修

目名:①-3ケアマネジメントの展開:認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

1/10(金 )

|

9:30

ZOOMを利用したオンライン研修

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

期　　効

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

時間

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4.できる   3 概ねできる   2 1まとんどできない   11全くできない

15:15

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考



研修記録ンート2(E早価 )
この振り返リシーHま、科自の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:再研修

目名:⑮実習オリエンテーション

1/10(金 ) 16:25 16:25

ZOOMを利用したオンライン研修

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

難　　鋤

１

　

２

１

　

２

　

１

　

２

時間

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3.概 ねできる   2 1よとんどできない  1 全くできない

項  目 受講前
講

後
受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
研修における実習の位置づけと目的について説

明できる。

② 実習協力者に実習内容について説明できる。

③ 実習における心構えについて説明できる。

④ 実習に取り組む姿勢について説明できる。

⑤ 伊塗信罐
はじめとした実囲に必要な資料

⑥
実冒協力者の状況に合わせて実習を行うことの

必要1生について説明できる。



研修言B銀シート2(言甲価 )

この振り返リシートは、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:再研修

目名:⑫ケアマネジマントの基礎技術に関する実習

名

　

講
定

号

氏

　

受
決
番

日受講

会場

1/11～ 1/31

作成実習

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間

項  目 受講前
講

後
受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

① l

ケアマネジメントプロセスの実践にあたっての留
意点を踏まえ、観察した結果を盛り込んだ実習
報告書の作成ができる。

ケアマネジメントプ■セスについて、指導者のも

② ―と、実習先で体験した結果を盛り込んだ実習報―
告書の作成ができる。

③
1実際の生活環境を観察した結果を盛り込んだ実

1習 報告書の作成ができる。

④
実習協力者の状況に合わせて実習を実施でき
る。

⑤ l給付管理業務の流れを述べることができる。

※研修は自己評価とし、4段階評1ぬで、数字が大きいほど高評価、数字が小さい13を ど低評価として記入し′てください。

【速択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 1まとんどできない   1 全くできない



研修雷B録シート2(評価)
この振り返リシーHま、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学翌効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学雷方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:再研修

目名:⑬-1ケアマネジメントの展開:生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

2/6(本 ) 9:30 1 4: 1 5

ZOOMを利用したオンライン研修

氏名時間期
　　鋼

１

　

２

　
　
１

　

２

１

　

２

受講
決定
番号

項  目 受講前
受講
直後

鋭
謝靭

備  考

記入日(入 力日)

生活環境などの構造的

① な理解に基づいたケアマネジメントの重要性につ

しヽて説明できる。

②
ケアマネジメントを必要とずる高齢者の特性につ

いて説明できる。

③
高齢者の代表的な疾患や症候群の特徴を述べ

ることができる。

④
疾患別ケアマネジメンHこおける介護支援専門

員の役割について説明できる。

⑤
適切なケアマネジメント手法作成の背景、目的、
基本的な考え方について説明できる。

⑥
適切なケアマネジメント手法の「基本ケア」の位
置づけ、構成を述べることができる。

本人が有する疾患に関係なくt在宅のケアマネ

②
|ジメントやその前提となる多職種との情報共有に
:おいてみ要な視点、必要性が想定される支援

③

巴畠象曳先行薙築轟薯等どかりっ 遡毛ジJ′よ・ケア
マネジメント手法の考え方に基づき、基本ケアに

関するアセスメントや居宅サービスの計画等の
イ佐耐ボr差ム_

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きい1よど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4.できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   1 全くできない



ηttEE録シート2(評価 )

この振り返リシーHま、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましよう。

名 :再研修

科目名:⑫介護支援専門員に求められるマネジメント(チームマネジメント)

2/6(木 ) 14:25 16:25

Z00Mを利用したオンライン研修

2

2

螂　　鋤

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

時間

※研修は自己評価とし、4段 階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してくださいf

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1 全くできなしヽ

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入力日)

①

②

③

④

．

⑤

和ど用者及び家族の支援に際し、チームアプロー
チの意義と目的について説明できる。

チームを構成する各専門1生の役割について説
明できる。

インフォーマルサービスの役害とについて説明でき
る。

|チームにおける介護支援専門長の役割につい

|て説明できる。

アセスメンHこ基づく必要なチームの形成を実施
できる。

⑥ チームにおける′晴報共有を実施できる。

⑦ 円滑なチーム運営を実施できる。



研修記録シート2(評価)
この振り返リシーHま、科目「の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名 :再研修

目名:⑭生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協l動の意義

日受講

会場

時間 氏名

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいlよ ど高評価、数字が小さいほど低評l正巨として記入してくださいc

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 1よとんどできない   ' 全くできない

１

　

２

　

　

１

　

２

１

　

２

講
定
号

受
決
番

9:30 12:30

を利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

①

記入日(入 力日)

1医療との連携の意義と目的について説明でき
iる。

医療機関や医療職からの情報収集及び提供の

方法及び内容について説明できる。②

③
l摯ぞ瑠芦言素誠私讐強

の連携を促進する仕組

④ l多 職種協働の意義と目的について説日月できる。

⑤
多職種間で情報を共有することの重要性につい

て説明できる。

1多 職種協働における個人情報を取り扱う上での

⑥ 利用者とその家族の同意の必要性について説
1明 できる。



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後
の学四方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:再研修

目名 :①-5ケアマネジメントの展開 :心疾患のある方のケアマネジメント

熱　　鋤

時間

１

　

２
名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番

２

　
　
１

　

２

2/13(木 ) 9:30 17:15

項  目 受講前
受講
直後

鋭
榊
叫

備  考

記入日(入力日)

①
心不全につながる心疾患の特徴について説明
できる。

心疾惑のある方のケアマネジメンHこおける留意
② 点や起こりやすい課題を踏まえた支援に当たつ

てのポインHこついて説明できる。

③宴獲曇島触 名珀畠序藻褒拝
る介護

'し`
】矢患をフロつる力1/'住を9'7メギイヽレメノトやで

④寒麟:念甥 載報議慾

⑤

Э磁譲略発誘堆揺斃受けながら、)逝孵 ケア
マネジメント手法の考え方に基づき、疾患別ケア

(心疾患)に関するアセスメントや居宅サービス

の計画等の作成ができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評l置こと移て記入してください。

【選択肢】 4 できる   3_概 ねできる   2 ほとんどできない  1 全くできない



研修雷己撮シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :再研修

科目名:⑩-6ケ 7マネジメントの展開:誤疎性肺炎の予防のケアマネジメント

2/13(ホ )

時間 氏名

受講
決定
番号

日受講

会場

１

　

２

１

　

２

　
　
１

　

２

9:30 17:15

OOMを利用したオンライン研修

項  目 受講前
講
後

受
直

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
―
誤疎性肺炎の特徴について説明できる。

誤疎性肺炎の予防のためのケアマネジメンHこ |

② おける留意点等を踏まえた支援に当たつてのポ
インHこついて説明できる。

③
誤疎性肺炎の予防における基本ケアの重要性
を説明できる。

④
誤疎性肺炎の予防にお1する介護支援専門員の

役割について説明できる。

⑤≧寒疎t緒観   轟黙
f蒼墨常ど雪蓄格導を剣すなが扶つ駒なケア

⑥:観締憂牌露臨疑尭期

'7
宅サービスの計画等の作成ができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してくださいc

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2.ほ とんどできない  1 全くできなtヽ



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHよ、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学輩の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

再研修

目名:⑩-8ケアマネジメントの展開i看取りに関する事イ柳l

受講日

会場

１

　

２

１

　

２

　

　

１

　

２

時間 氏名

講
定
号

受
決
番

2/17(月 ) 17:46

00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
‐看取り子こおける介護支援専門員の役害1や適切

|な姿勢について述べることができる。

②覇賓路誹撃銃鰭サ闊 鶏睡
!hド 否去ム、

③翻サ耀族翻Fttq異翌皇Wな
看取りのケースにおいて、在宅生活の支援にお

④ いて起こりやすい課題について述べることができ
る。

⑤
看取りの特性に応じたケアマネジメントの具体的
な方法について述べることができる。

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評l面、数字が小さいほど低評価として記入してくださいc

【選択肢】 4 できる   3 1既ねできる   2 ほとんどできない   ' 全くできない



研修言己録シート2(評価 )

この振り返リシーHま、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名 :再研修

目名
⑬-9ケアマネジメントの展開:地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要
な事例のケアマネジメント

受講日 時間 氏名

※研修fよ 自己評価とし、4段階評ldこ で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4.できる   3 概ねできる   2.ほ とんどできない   ヽ 全くできない

1

2

１

　

２

　
　
１

　

２

講
定

号

受
決
番

会場

2/17(月 ) 9:00 17:45

項  目 受講前
受講
直後

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①

―
他法他制度の活用が必要な事例を学ぶ必要性
について説明できる。

②
他法他制度の活用が必要な事lttlの特徴、対応

する際の留意点について説明できる。

他法他制度の活用が必要な事例のマネジメント

を行う際の社会資源の活用に向けた関係機関
との連携方法や状態に応じた多様なサービスの③

益盈臓 異総婆琴誓跡者虐特

④ :

防止関連施策、障害者施策、生活困窮者施

策、仕事と介護の両立支援施策、ヤングケア

ラー関連施策、重層的支援体制整備事業関連

施策等 )のハ容や動向について述べることがで

きる至

難病のケアマネジメントの基本的な考え方やプロ

⑤ セス、医療や障害福祉の関係機関との連携,多

職種連携の必要性について説明できる。

|



研修記録シート2(評価 )

この振り返リシーHま、科目の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際1こ見返してみましょう。

名:再研修

科目名i⑩アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習

時間

辮　　効

氏名

※研修イま自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいイよど低評価として記入してください。

【選択肢

'  4 
できる   3 概ねできる   2 1よとんどできなもヽ   1 全くできない

１

　

２

　
　
１

　

２

１

　

２

講
定
号

受
決
番

2/27(木 ) 9i30

00Mを奉ll用 したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入 日(入力日)

①
事例に応じたケアマネジメンHこつと`て説明でき

る。

②
ケアマネジメントプロセスごとの課題について説
明できる。

③
講評を受け、今後の自己課題の設定を実施で
きる。

④
自己の課題に応じた解決策について説明でき

る。

⑤
事例を基にサービス担当者会議、モニタリング

場面等を模擬的に実施できる。



研修記録ンート2(評価)

解兇蔀ぱ継蒲霧籍釧 房蕉写獄議聾樫隠 譲議 瓢 融魏
の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

名:再研修

目名:〇ケアマネジメンHこ係る法令等の理解

熱　　鋼

時間
2

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さいほど低評価として記入してください。

【選択肢】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない  1 全くできない

１

　

２

名

　

講
定
号

氏

　

受
決
番2

9:30 11:302/23(金 )

Z00Mを利用したオンライン研修

項  目 受講前
受講
直後

実践
評価

(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

① 介護保険法の意義と目的について説明できる。

②
l響蔑

保険法に連守したケアマネジメ

③ 利用者を取り巻く諸制度について説明できる。

④ 実践上の法令連守について説明できる。

⑤
介護報酬に係る関係告示や通知等の概要につ

いて説明できる。



冊俸記録シート2(評価 )

この振り返リシートは、科日の受講前後で各自の理解度を把握し、受講中の学習効果の向上と、受講後の学習の

ポイントを焦点化し、継続的な資質向上に役立てるものです。本科目を学習した時点で感じた事を書き留め、今後

の学習方針や課題への取り組みを考える際に見返してみましょう。

修名:再研修

目名:④研修全体を振り返つての意見交換、講評及びネットワーク作り

時間期　　錫

氏名

※研修は自己評価とし、4段階評価で、数字が大きいほど高評価、数字が小さも`ほど低評価として記入してください。

【選択般】 4 できる   3 概ねできる   2 ほとんどできない   H 全くできない

１

　

２

　
　
１

　

２

1

2

講
定
号

受
決
番

12:302/28(金 )

項  目 受講前
講
後

受
直

実践

評価
(3ヶ月後)

備  考

記入日(入 力日)

①
受講を通しての自らの今後の学習課題・目標の
1設定を実施できる。

②
研修を通じ、自分の活動意欲の向上を実施でき

る。

③
―学習課題を基にケアマネジメントプ到セスを実施
できる。

④
自己の介護支援専門員としての活動の準備を

実施できる。

⑤ 受講者間のネットワークの構築を実施できる。

⑥
専門職としての継続的な自己研鑽の必要性に
ついて説明できる。

⑦ ★懲勇見解
の場や機会棚犬河こ】て述


